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大

青
森
県
内
で
漁
獲
対
象
に
さ
れ
る
ワ
ニ

は
、
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ワ
ニ
と
エ
ソ
パ
フ
ン

ワ
ニ
が
主
な
も
の
で
す
。
県
内
に
は
こ
の

一
一
種
以
外
に
も
、
ム
ラ
サ
キ
ケ

一一
、
ア
カ

ワ
ニ
、
パ
フ
ン
ワ
一
一
、
ツ
ガ
ル
ワ
ニ

、
キ

タ
サ
ン
シ
ョ
ク
ウ
ニ
等
が
分
布
し
て
い
ま

す。
こ
の
内
、
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ワ

ニ
と
ム
ラ

サ
キ
ウ
一
一

、
ア
カ
ワ

ニ
や
エ
ゾ
パ
フ
ン
ワ

ニ
と
パ
フ
ン
ワ

ニ
で
は
形
態
や
体
色
が
類

似
し
て
い
る
た
め
見
分
け
に
く
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
管
足
の

骨
片
を
見
る
と
と
で
容
易
に
判
別
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

海
水
中
で
、
練
と
牒
の
聞
か
ら
触
手
の

よ
う
に
伸
び
て
い
る
も
の
を
管
足
と
一言
い

ま
す
が
、
骨
片
の
観
察
は
、
ま
ず
管
足
を

ピ
ン
セ
ッ
ト
で
殻
か
ら
引
扱
き
、
ア
ル
コ
ー

ル
に
漬
け
た
後
、
ス
ラ
イ
ド
ガ
ラ
ス
で
押

し
泊
し
て
か
ら
、
検
鋭
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ケ
ニ
の
形
態
的
特
徴
や
骨
片

の
形
状
は
次
の
と
お
り
で
す
。

キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ

殻
径
は
十
川
以

下
。
体
は
暗
紫
色
。
大
敵
は
長
く
表
面
に

細
い
縦
線
が
あ
り
ま
す
。
管
足
の
骨
片
は

弧
状
を
呈
し
、
両
端
は
太
く
な
り
分
岐
し

ま
す
。
県
内
に
広
く
分
布
し
、
五

O
汎
以

傑
で
も
採
取
さ
れ
ま
す
。
水
深
の
深
い
と

乙
ろ
の
も
の
で
は
、
体
色
は
赤
味
が
強
く

大
腕
も
長
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ム
ラ
サ
キ
ウ
一
一

-
殻
径
は
七

m
以
下
。

大
臓
は
殻
径
と
同
長
。
保
、
株
共
に
濃
い

紫
黒
色
。
管
足
に
は
三

χ
状
や
棒
状
の
骨

片
が
あ
り
ま
す
。
主
と
し
て
日
本
海
側
の

岩
熊
戚
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

ア
カ
ウ
一
一

・・
殻
径
は
八
川
以
下
。
殻
径

に
比
べ
般
商
が
低
く
偏
平
で
あ
る
た
め
ヒ

ラ
タ
ワ
ニ
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
大
械
の

長
さ
は
殻
俸
の
三
分
の

一
と
短
い
。
体
色

は
桝
共
に
鈍
赤
色
で
あ
り
ま
す
が
、
大
牒

が
白
や
紫
と
な
る
も
の
も
み
ら
れ
ま
す
。

管
足
の
骨
片
は
有
腺
弧
状
で
、
両
端
は
分

岐
し
、
先
端
は
尖
る
。

主
と
し
て
日
本
海
、

患
軽
海
峡
の
水
深
十

汎
以
浅
に
分
布
し
て

い
ま
す
。

エ
ゾ
パ

フ
ン
ウ
ニ

・
殺
径
は
八

m
以
下

で
、
大
糠
は
短
く
八
mm

以
下
、
体
色
は
個

体
に
よ
り
変
異
が
多
く
暗
緑
色
や
黄
褐
色
、

黄
白
色
を
示
し
ま
す
。
税
も
同
じ
色
で
す

が、

一
定
間
隔
に
淡
色
の
般
が
縦
列
を
作
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り
ま
す
。
管
足
の
骨
片
は
キ
タ
ム
ラ
サ
キ

ワ
ニ
と
類
似
し
て
い
る
。
主
と
し
て
津
軽

海
峡
、
太
平
洋
の
十

m以
浅
に
分
布
し
て

い
ま
す
。

パ
フ
ン
ウ
一
一

・
・
殻
径
は
五

m
以
下
で
、

大
臓
は
短
く
、
エ
ゾ
パ
フ
ン
ケ
ニ
よ
り
細

い
。
体
色
は
暗
緑
色
。
管
足
の
骨
片
は

C

字
状
。
主
と
し
て
日
本
海
、
津
軽
海
峡
、

陸
奥
湾
の
水
深
五

m以
浅
の
、
僚
の
下
等

に
多
数
分
布
し
て
い
ま
す
。

ツ
ガ
ル
ウ
一
一

-
殻
径
八

m
以
下
。
殻
高

は
低
く
、
殻
径
の
二
分
の

一
程
度
。
大
線

の
長
さ
は
、
殻
径
の
約
一
一
分
の

一
。
保
色

は
オ
リ
ー
ブ
色
で
臓
は
淡
灰
褐
色
で
す
。

管
足
の
骨
片
は
中
央
に
少
数
の
孔
を
持
つ

棒
状
。
県
内
で
は
陸
奥
湾
内
の
ホ
タ
テ
地

ま
き
漁
場
や
、
太
平
洋
の
三
沢
仰
水
深
三
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十
悦
以
深
な
ど
で
、
ホ
タ
テ
桁
網
に
よ
り

大
量
に
四
回
獲
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ

ら
の

一
部
は
食
用
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

津
軽
海
峡
の
水
深
五

O
悦
以
傑
な
ど
で
は
、

刺
網
に
よ
っ
て
も
混
獲
さ
れ
ま
す
。
底
質

は
細
砂

t
砂
泥
で
、
や
や
深
場
が
主
な
棲

息
場
に
な
り
ま
す
。

キ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
ニ

・
殻
径
五

m
以

下
。
大
臓
の
長
さ
は
殻
径
の
約
三
分
の

つ

糠
等
を
取
除
き
、
裸
殻
に
す
る
と
、
各
板

の
縫
合
線
は
横
溝
宇
佐
作
り
、
間
歩
帯
で
顕

著
で
あ
り
ま
す
が
、
口
側
(
下
面
)
で
は

見
ら
れ
な
い
。
殻
は
鈍
い
黄
褐
色
で
、
株

は
暗
褐
色
を
口
王
し
、
先
端
に
向
か
っ
て
淡

く
な
る
。
管
足
に
は
骨
片
が
見
ら
れ
な
い
。

主
と
し
て
む
つ
湾
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

ス
キ
コ
ン
ブ
用
コ
ン
ブ
の

育
種
に
つ
い
て

八
一戸
市
で
は
ス
キ
コ
ン
ブ
製
品
加
工
用

に
コ
ン
ブ
養
殖
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
漁
獲
量
は
図

1
に
八
一戸
市
に
お
け
る

変
他
を
示
し
た
と
お
り
、
昭
和
五
十
四
年

ま
で
漸
減
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
養
殖

が
広
く
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
五
十

五
年
以
降
、
飛
躍
的
に
培
加

し
ま
し
た 海

草

部

技

師

桐

原

慎

(図

1
)。
ち
な
み
に
、
六
十
三
年
の
漁

獲
量
八
二
三
一
ト
ン
、
金
額
約
一
億
円
の
う

ち
、
八
割
程
度
が
養
殖
に
よ
り
生
産
さ
れ

た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
近
年
漁
獲
量
に

は
頭
打
ち
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
う
え
、
岩

手
県
普
代
な
ど
近
隣
産
地
に
お
け
る
競
争

力
増
大
な
と
種
々
の
問
題
が
生
じ
て
き
ま
し

戸~

戸由民

た
。
そ
乙
で
当
所
で
は
生
長
や
品
質
が
優

れ
た
養
殖
種
苗
の
獲
得
を
目
的
に
、
県
水

産
事
務
所
と
共
同
で
、
ス
キ
コ
ン
ブ
用
養

殖
種
苗
の
改
良
試
験
を
行
な
っ
て
き
ま
し

た
。
結
果
の

一
部
に
つ
い
て
は
、
『
優
良

海
藻
作
出
研
究
に
つ
い
て
』
と
題
し
て
、

昨
年
配
布
し
た
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
(
第
四

六
号
)
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で

は
本
年
度
に
行
な
っ
た
選
抜
育
種
試
験
の

結
果
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

選
抜
育
種
と
は
、
性
質
が
優
れ
た
も
の

を
選
び
、
そ
の
親
か
ら
種
苗
を
採
取
し
て

養
成
し
、
更
に
そ
の
中
か
ら
優
れ
た
も
の

を
選
び
、
再
び
種
苗
を
得
る
、
と
い
う
操

作
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
優
良
な
品
種
を

作
り
出
す
方
法
で
す
。
ノ
ソ
養
殖
で
は
一

般
的
な
育
種
法
で
あ
り
、
収
量
や
品
質
が

優
れ
た
品
種
の
縫
立
に
も
成
羽
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
八
一戸
沿
阜
の
コ
ン
ブ
養
殖

で
は
、
採
苗
用
の
母
藻
と
し
て
、
毎
年
十

一
月
頃
に
、
天
然
に
生
育
す
る
コ
ン
ブ
を
採

取
し
て
用
い
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
八
月
の

漁
期
終
了
と
と
も
に
養
殖
施
設
を
撤
去
す
る

た
め
で
、
従
っ
て
、
選
援
な
ど
の
育
種
法
が

試
み
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
コ
ン
ブ
漁
獲
時
期
で
あ
る
七

月
に
養
殖
コ
ン
ブ
の
う
ち
、
特
に
生
長
が

よ
く
、
暗
渇
色
を
し
た
藻
依
、
つ
ま
り
ス

キ
コ
ン
ブ
製
品
加
工
に
適
し
た
漠
体
を
選

ん
で
標
識
を
付
し
、
そ
れ
が
成
熟
す
る
十

~、、

月
に
採
取
し
て
、
採
苗
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
そ
の
採
苗
か
ら
生
長
し
た
藻
体
を
再

び
選
抜
、
採
苗
を
得
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
し
て
優
れ
た
藻
依
か
ら
得
た
種
苗
(
選

政
種
苗
)
と
、
地
元
で
天
然
藻
依
か
ら
採

苗
し
た
種
苗
(
地
元
種
苗
)
の
各
々
を
、

昨
年
一

二
月
に
鮫
浦
に
設
置
し
た
養
殖
施

設
に
仰
出
し
し
、
養
成
し
ま
し
た
。
両
種

苗
の
生
長
を
、
本
年
五
月
か
ら
九
月
に
か

け
て
毎
月
調
べ

、
比
較
し
て
み
ま
し
た

(図

2
)
。

一
般
に
早
期
に
漁
獲
、
加

工
し
た
ス
キ
コ
ン
ブ
が
、
遅
い
時
期
の
も

の
よ
り
高
い
価
格
で
落
札
さ
れ
る
た
め
、

早
生
種
苗
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

図
2
に
示
し
た
と
お
り
、
選
抜
種
苗
か
ら

育
っ
た
藻
俸
は
五
月
に
既
に
平
均
の
葉
長

四
・
五

m、
葉
の
重
量
五
三
二

ny
と
、
地

元
種
苗
の
各
々

一
・
五
倍
、
三

-O
倍
大

き
く
、
さ
ら
に
葉
の
厚
さ
も
地
元
種
苗
の

一
・
五
倍
厚
い
一

・
七

m
と
、
漁
獲
し
て
、

ス
キ
コ
ン
ブ
製
品
に
加
工
す
る
サ
イ
ズ
に

十
分
達
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
漁
期

.y・ぜひ.¥.J6 
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の
中
心
で
あ
る
六
月
、
七
月
に
お
い
て
も

選
妓
種
苗
は
平
均
葉
長
四

・
五
祝
と
地
一応

種
苗
の
約

一
・
五
倍
、
葉
重
量
で
は
八

O

O
F前
後
と
地
一
花
種
苗
よ
り
三
倍
以
上
高

戸ー、

~ 

い
値
を
一本
し
ま
し
た
。
従
っ
て
、
ζ

の
よ

う
な
選
抜
種
苗
を
養
成
す
る
乙
と
に
よ
り
、

漁
期
を
早
め
た
り
、
生
産
量
を
高
め
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

.-・ -選抜種苗

Oーベコ 地元種苗

ト/|/↑
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六
十
二
年
か
ら
本
年
ま
で
三
年
を
か
け

て
行
な
っ
て
き
た
選
抜
育
種
試
験
の
結
果

は
図

3
に
ま
と
め
た
と
お
り
、
葉
の
長
さ

や
重
ぎ
は
選
抜
宇
佐
経
る
に
従
い
、
大
き
い
値

を
一示
す
傾
向

が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
今

後
も
、
こ
の

よ
う
な
選
出
以

の
操
作
を
、

毎
年
、
繰
り

返
す
こ
と
に

よ
り
、
さ
ら

に
生
長
、
収

母
の
優
れ
た

藻
依
を
得
る

こ
と
が
可
能

と
思
む
れ
ま

す
。
こ
の
育

種
法
は
採
菌

用
の
益
殖
母

換
の
確
保
を

除
け
ば
特
別

な
技
術
、
出岨

設
を
要
さ
な

い
た
め
、
漁

協
な
ど
に
お

い
て
も
比
較

的
容
易
に
行

な
え
ま
す
。

9 )-J お7 β 「
d 

。
9月8 7 ι 5 

。
9月8 7 6 日

。

選抜種苗と地元種苗の生長比較[~2 

，画、、

今
後
、
他
の
海
域
に
お
い
て
も
育
種
筏
術

の
普
及
を
試
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
本
年
七
月
に
三
度
目
の
選
抜
を

行
な
い
、
そ
れ
か
ら
採
苗
し
た
種
苗
を
鮫

浦
漁
協
養
殖
部
会
の
協
力
を
得
て
、
十

一

月
に
押
出
し
で
き
ま
し
た
。
養
成
試
験
は

こ
れ
か
ら
四
年
自
に
入
り
ま
す
が
、
来
年

度
か
ら
は
選
抜
種
苗
か
ら
作
ら
れ
た
製
品

の
品
質
、
特
に
加
工
品
の
色
と
味
に
つ
い

て
検
討
す
る
予
定
で
す
。
八
一戸
の
ス
キ
コ

(選依2度目〕
0--0、。
¥ 
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匙高

ン
ブ
は
品
質
が
優
れ
て
い
る
乙
と
で
知
ら

れ、

広
く
九
州
地
方
で
も
消
費
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
、
生
長
や
収
量
に
加
え
、
品

質
が
後
れ
た
種
苗
の
作
出
を
目
的
に
試
験

を
続
け
、
八
一戸
の
ス
キ
コ
ン
ブ
の
名
を
さ

ら
に
高
め
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

終
り
に
、
鮫
浦
漁
協
十
文
字
組
合
長
及

び
調
査
に
ど
協
力
頂
い
た
速
水
金

一
さ
ん
、

県
水
産
事
務
所
尾
坂
康
総
括
主
査
に
お
机

申
し
上
げ
ま
す
。

12 1 2 3 4 5 fi 7 K 9 10月
元年

業の重Eヲ

レ」変長生の

9

体

勺
/

-

8

藻

8

d
コ

圃
7r
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(

問
，

t

一
十
持
崩

ほ
山

ao
f
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の

凶
仰
」
川

町

3
r占
;
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。
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チ
ガ
イ
ソ
の
ウ
二
に

対
す
る
餌
料
価
値

チ
ガ
イ
ソ
は
、
津
軽
海
峡
お
よ
び
太
平

洋
沿
岸
に
多
く
分
布
し
、
五
月
か
ら
七
月

頃
ま
で
生
育
し
ま
す
。
形
状
は
、
ワ
カ
メ

に
似
て
そ
の
幅
は
五

t
二
O
m
と
細
く
、

長
さ
は
五

O
m
か
ら

一
・
五
悦
程
に
な
り

ま
す
。
生
長
す
る
と
、
恨
元
に
近
い
部
分

の
左
右
か
ら
長
い
へ
ら
形
の
葉
を
数
本
ず

つ
出
し
ま
す
が
、
こ
れ
が
種
を
出
す
部
分

で
胞
子
葉
と
呼
ば
れ
ま
す
。
ア
イ
ヌ
ワ
カ

メ
の
仲
間
で
、
サ
ル
メ
ン
ワ
カ
メ
と
も
呼

ば
れ
、
若
い
葉
は
ワ
カ
メ
の
代
用
と
し
て

食
用
に
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

下
北
半
島
沿
岸
で
は
、
ワ

ニ
か
ご
の
餌
と

し
て
多
く
用
い
ら
れ
ま
す
。
通
常
、
ヶ
ニ

養
殖
の
餌
と
し
て
は
、
マ
コ
ン
ブ
が
多
く

用
い
ら
れ
ま
す
が
、
マ
コ
ン
ブ
以
外
に
餌

斜
効
率
の
高
い
海
藻
を
検
索
す
る
目
的
で
、

青森県水産増殖センターだより第50号

海
草
部
技
師

A 

一'

井

美
代
子

チガイソ

ま
ず
チ
ガ
イ
ソ
に
つ
い
て
試
験
を
行
な
い

ま
し
た
。

隈
餌
畳
一の
試
験
は
、
殻
径
約
四

m
(
重

量
一平
均
二
四
F
)
の
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ワ
ニ

=
丙
)個
依
を
使
用
し
、

一
五
個
体
に
チ
ガ

イ
ソ
、
残
り
一
五
個
体
に
は
マ
コ
ン
ブ
を

給
餌
し
て
、
当
所
水
槽
内
で
行
い
、
そ
の

期
聞
は
平
成
元
年
五
月
一
六
日
か
ら
七
月

一
八
日
ま
で
の
九
週
間
で
し
た
。

チ
ガ
イ
ソ
と
マ
コ
ン
ブ
に
対
す
る
ワ
ニ

一
個
一
日
あ
た
り
の
倶
餌
量
は
、
図
l
に

示
す
と
お
り
、
ほ
と
ん
ど
差
が
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
試
験
期
間
中
の
損
餌
量
を
見
て
も
、

ワ
ニ

一
個
一
日
あ
た
り
の
値
が
共
に

一
・

九
9
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
試
験
開
始
か
ら
の
ワ
ニ
の
体
重

の
増
加
を
見
る
と
、
チ
ガ
イ
ソ
を
与
え
た

ワ
ニ
が
マ
コ
ン
ブ
を
与
え
た
ク

こ
を
常
に

上
回
っ
て
お
り
、
九
週
間
後
に
は
、
チ
ガ

イ
ソ
を
与
え
た
方
が
三
二
%
依
重
が
増
加

し
た
の
に
出
べ

、
マ
コ
ン
ブ
を
与
え
た
万

は
、
一
六
%
の
増
加
で
し
た
。

次
に
、
ク

ニ
に
チ
ガ
イ
ソ
と
マ
コ
ン
ブ

を
同
時
に
与
え
た
と
乙
ろ
、
チ
ガ
イ
ソ
を

食
べ
尽
く
し
た
後
に
マ
コ
ン
ブ
を
捕
食
す

，ー、

，;-崎、

る
の
が
観
察
さ
れ
ま
し
た
。
同
僚
に
、
町

口
(
北
海
道
水
研
)
に
よ
り
、
チ
ガ
イ
ソ

の
仲
間
で
あ
る
ア
イ
ヌ
ワ
カ
メ
が
、
数
種

の
海
藻
の
中
で
、
比
較
的
ワ

ニ
に
好
ま
れ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
チ
ガ
イ
ソ
は
、
マ

コ
ン
ブ
同
様
ワ
ニ
に
好
ま
れ
、
ま
た
依
重

の
増
加
に
も
効
果
の
大
き
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た。

チ
ガ
イ
ソ
の
養
嫡
に
つ
い
て
は
、
昭
和

六
一
年
に
大
間
町
奥
戸
に
お
い
て
、
人
工

種
苗
を
立
縄
式
養
殖
施
設
に
取
り
付
け
る

方
法
で
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
五
ヶ
月

間
養
殖
し
た
結
果
、
付
着
お
よ
び
生
育
状

況
の
最
も
良
か
っ
た
立
縄
で
は
、

一
本
あ

た
り
約

一
六
仰
の
チ
ガ
イ
ソ
が
得
ら
れ
ま

- チカイソ

O マコンフ

9 
5 

酬
世拙感ノー、

ハ
リ5 

ウニ 1個 1日あたりの摂餌量(湿重量)図1

% 
50 

。--、、

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
チ
ガ
イ
ソ
の
養
殖

は
出
較
的
容
易
に
で
き
、
さ
ら
に
多
年
生

で
あ
る
た
め
、
七
月
以
降
末
枯
れ
し
た
後

も
五

t
六
年
は
ま
た
同
じ
根
か
ら
生
長
す

る
利
点
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
チ
ガ
イ
ソ

を
多
量
に
養
殖
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ケ

ニ

か
ご
の
餌
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
蓄
養

・

養
殖
の
良
い
餌
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

~ 

O一一一一一一ーーO
~ 

M
吋
ロ
R
饗
糊
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ウニの体重増加量図2

。
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『戸
ク
ア
ト
ロ
ン

運
転
日
誌
』

青森県水産増殖センターだより第50号乏吉岡《主回需主回〈主回交言"0<:吉岡乏主回母吉岡CJC;同肴会同逗言回需主同信言回

皆
さ
ん
は
「
ア
ク
ア
ト
ロ

ン
」
と
い
う

言
葉
を
ど
存
じ
で
し
ょ
う
か

?

ア
ク
ア
ロ
ン
グ
豆
長

E
T潜
水
号
、

ア
ク
ア
リ
ク
ム

(S
E
5
5
u水
族
館
)

な
ど
か
ら
連
惣
で
き
る
よ
う
に
、
ア
ク
ア

(
m
w』
戸
田、

l
)
と
は

「水
の
」
と
か
「
水
中

の
」
と
か
を
意
味
す
る
一品
葉
で
す
。
そ
こ

で
「
ア
ク
ア
ト
ロ
ン
」
で
す
が
、
当
地
問地

セ
ン
タ
ー
の
「
海
水
温
度
制
御
装
置
」
を

こ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。

私
の
担
当
は
、
こ
の
「
ア
ク
ア
ト
ロ
ン
」

を
始
め
、
海
水
の
取
水
、
給
水
や
電
気
な

ど
の
機
械
設
備
保
守
全
般
で
す
。
当
セ
ン

タ
ー
内
で
行
わ
れ
て
い
る
燦
々
な
試
験
研

究
に
は
、
清
浄
な
海
水
と
、
海
水
や
実
験

室
の
温
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
で
す
。

試
験
研
究
に
直
後
参
加
し
て
い
る
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
乙
れ
ら
試
験
研
究
に
は

必
要
不
可
欠
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
業
務

で
あ
り
ま
す
。

×
×
年
内
月一

H
(
快
晴
)

九
時
(
外
気
温
)
四

・
八
度

(
海
水
温
)
六

・
一一一度

A
F
朝
は
恒
例
の
砂
式
海
水
憾
過
梢
の
逆

洗
作
業
か
ら
開
始
。
海
は
春
の
ブ
ラ
ン
ク

5 

か
ら

茂

ト
ン
繁
殖
期
に
向
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

逆
洗
の
回
数
が
多
く
な
っ
て
く
る
。
四
月

と
も
な
れ
ば
海
水
混
は
次
第
に
上
昇
し
て
く

る
が
、
ボ
イ
ラ
ー
は
ま
だ
か
な
り
の
量
の
豆

油
を
消
費
し
て
い
る
。
年
度
越
し
の
試
験
が

続
行
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
試
験
生
物
に
は

年
度
の
区
切
り
も
転
勤
も
無
い
・

×
×
年
五
月

一
一
U
(
晴
れ
)

九
時
(
外
気
潟
)

一
二

・
五
度

(
海
水
温
)

一
0
・
八
度

冷
海
水
(
八
度
)
の
使
用
が
始
ま
り
チ
ー

リ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
(
冷
凍
機
)
が
稼
動
す

る
。
乙
の
冷
海
水
は
、
成
熟
し
た
ホ
ッ
キ

ガ
イ
や
ナ
マ
コ
の
産
卵
を
抑
制
す
る
た
め

の
も
の
で
、
万
が

一
温
度
が
上
昇
す
る
と

ま
だ
採
苗
の
準
備
が
で
き
な
い
う
ち
に
産

卵
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
で
凋
度
管

理
に
は
特
に
気
を
使
う
。

魚
類
部
で
は
、
ヒ
ラ
メ
の
産
卵
が
い
よ

い
よ
始
ま
り
、
海
水
の
使
用
量
が
増
加
す

る
時
期
で
も
あ
る
。

×
×
年
七
月

一
五
日
(
曇
り
)

九
時
(
外
気
温
)
一
七

・
八
度

(
海
水
温
)

一
五
・
八
度

乙
の
と
こ
ろ
ヤ
マ
セ
が
続
い
て
い
る
。

貝
類
部
主
査

荒

田

戸画、、

ヤ
マ
セ
の
影
響
で
こ
の
時
期
の
水
温
は
安

定
し
な
い
。
昨
日
ま
で
加
湿
は
不
要
だ
っ

た
が
、
今
H
は
再
度
海
水
の
加
温
が
必
要

に
な
る
。
海
水
協
は
一
五

・
八
度
と
平
年

よ
り
=
一
・
七
度
も
低
い
。
テ
レ
ビ
で
は
冷

害
が
心
配
さ
れ
る
と
言
っ
て
い
る
。

ヒ
ラ
メ
、
ホ
ッ
キ
ガ
イ
、
ナ
マ
コ
の
種

苗
生
産
試
験
の
真
最
中
で
あ
り
、
海
水
系

統
に
ト
ラ
ブ
ル
で
も
発
生
す
れ
ば
大
変
な

こ
と
に
な
る
。

×
×
年
八
月
四
日
(
晴
れ
)

九
時
(
外
気
畑
町
)
二
七

・
二
度

(
泌
水
温
)
二
二

・
0
度

長
か
っ
た
ヤ
マ
セ
も
よ
う
や
く
治
ま
り
、

朝
か
ら
水
銀
柱
が
ぐ
ん
ぐ
ん
上
昇
、
今
年

の
最
高
気
温
三
=
一
・
五
度
も
記
録
。
チ
ー

ソ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
を
二
基
同
時
運
転
さ
せ

対
処
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
間
に
合
わ

な
く
、
連
続
運
転
と
な
り
、
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー

ト
ぎ
み
。
現
在
の
設
備
で
は
、
こ
れ
以
上

の
冷
海
水
使
用
は
不
可
能
で
あ
る
。

×
×
年

一
O
月
二

一
日
(
晴
れ
)

九
時

(
外
気
温
)

一
七
・
O
度

(
海
水
調
)

一
六
・
一
度

今
日
は
恒
例
の
海
水
取
水
管
清
掃
作
業

の
日
で
あ
る
。
各
部
か
ら
も
応
度
を
お
願

い
し
て

一
五
人
程
が
集
ま
っ
た
。
直
径
二
0

セ
ン
チ
の
海
水
取
水
管
に
ポ
リ
ピ
ッ
ク
と
い

う
大
砲
の
玉
の
様
な
も
の
を
、
淘
水
の
圧
力

で
通
し
て
い
く
。
シ
ワ
リ
ガ
イ
や
フ
ジ
ツ
ボ

戸・句、

の
殻
が
ド
ッ
サ
リ
と
押
し
出
さ
れ
て
く
る。

半
年
の
聞
に
付
着
し
成
長
し
た
も
の
だ
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、

海
水
の
使
用
が
本
格

伯
す
る
前
の
四
月
と
、
海
水
の
使
用
が
減

り
始
め
る
十
月
の
、
年
二
回
乙
の
作
業
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
怠
た
る
と
シ
ワ
リ

ガ
イ
や
フ
ジ
ツ
ボ
な
ど
の
付
着
で
、
太
い

パ
イ
プ
も
た
ち
ま
ち
塞
が
っ
て
し
ま
う
。

秋
た
け
な
わ
の
こ
の
時
期
、
海
水
漏
は

一
年
中
で

一
番
安
定
し
て
い
る
よ
う
だ
。

ま
た
、
調
温
海
水
の
使
用
量
も
少
な
く
な

り
ア
ク
ア
ト
ロ
ン
運
転
管
理
に
は

一
段
落

と
い
う
感
じ
で
あ
る
。

今
年
は
台
風
の
影
響
が
無
か
っ
た
の
で

こ
れ
も
+幸
い
し
た
。

×
×
年

一一

月

一
一
H
(
雪
)

九
時
(
外
気
温
)

一
・
O
度

(
海
水
温
)

一
一
・
二
度

本
日
、
初
積
雪
な
り
。
海
水
潟
と
外
気

温
の
差
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
海
水
温

の
低
下
は
外
気
温
に
較
べ
て
著
し
く
遅
れ

る
。
い
よ
い
よ
冬
将
軍
の
到
来
だ
。
ア
ク

ア
ト
ロ
ン
胞
設
も
冬
支
度
を
急
が
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
試
験
が
長
引

き
、
ま
だ

一
O
度
の
冷
海
水
を
供
給
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
・
・
。

×
×
年
二
月

一
九
日
(
雪
)

九
時
(
外
気
温
)
零
下
回

・
二
度

(
海
水
調
)
三
・
一
度

二
月
中
旬
、
そ
れ
は

一
年
中
で
巌
も
海

水
湿
の
低
い
時
期
。
ボ
イ
ラ
ー
は
二
基
同

時
運
転
で
こ
の
時
期
に
対
処
す
る
。
重
油

の
消
費
皐
は
連
日
六

O
O
立
を
超
え
て
い

る
。
特
に
寒
い
時
は
七

O
O立
を
超
え
る

こ
と
も
あ
る
。

乙
こ
で
、
省
エ
ネ
対
策
の
目
安
と
し
て

平
成
元
年
二
月

一
五
日
を
例
に
、
ボ
イ
ラ
ー

の
熱
効
率
を
求
め
て
み
た
(
表
参
照
)
。

ボイラー熱効率計算表
(1) 人力=重油燃1尭から発生する熱量
(重油の発生熱母10.5001:in1/旬、比重0.93とする)
重油消費量506.9.e /日XO.93X10.5001:int/kg=4.950X 10"ゐf

(2) 出力=海水を加温させるために必要な熱量
(海水温5.0'C、海水の比重 ・比熱をそれぞれ lとする)
① Íi(~ 2飼育室沼海水 4.900.e/ h X ( 7.5-5.0)'CX 1 X 1 X24時間=294X 10" l:int 
⑨魚類飼育宅 。 2，800.e/ h X ( 8.0 -5.0 J'C X 1 X 1 X 24時間 =202Xl0"I:int 
③ 量産実験室 。 4.400.e/h X (14.0-5.0J'CX I X I X24時間 =950Xl03ω  
o tí~ I飼育室 。 1.600.e / h X (10.0 -5.0) 'c X 1 X I X 24時間=192Xl0"I:int 
め採卵室。 1，400.e/ hX ( 6.5-5.0rCX 1 X 1 X24時間 = 50X103伽f
(6)恒温実験室 。 1.000.e/h X (15.0-5.0J'CX 1 X 1 X24時間=240Xl03I:int 
合計 1.928X 103 I:int 

(3)熱効率山 ."，...A" . ̂ ':I 1i1tl 1.9叫 X1Qo
熱効率 =喫芳一 = つ対同市ー とヰ 0.389 
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こ
れ
か
ら
ボ
イ
ラ
ー
熱
効
率
は

四
O
%弱
と
な
る
が
、
こ
の
他

に
飼
育
用
二
重
水
槽
の
加
温
、

量
産
実
験
室
で
の
水
槽
の
加

温
、
餌
判
制
倍
益
室
、
そ
の
他
の

実
験
室
の
暖
房
等
に
も
ボ
イ

ラ
ー
の
熱
源
が
使
用
さ
れ
て
お

り
、
実
際
の
刻
一
一
知
率
は
五

O
t

六
O
%程
度
と
推
測
さ
れ
る
。

逆
に
言
え
ば
、
四
O
t
五
O
%

の
曲
目
、
が
利
用
さ
れ
ず
に
逃
げ
て

い
る
乙
と
に
な
る
。
当
セ
ン

タ
ー
も
開
所
か
ら
二
O
余
年
。

こ
の
商
か
ら
も
、
そ
ろ
そ
ろ
限

界
で
は
・-----
。

こ
の
様
に
ア
ク
ア
ト
ロ
ン

設
備
の
運
転
管
理
は
休
む
と

こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
機
器
及

び
装
置
に
故
障
が
生
じ
、
運

転
が
停
止
さ
れ
る
よ
う
な
こ

と
に
な
れ
ば
、
と
り
も
な
お

さ
ず
各
種
試
験
研
究
へ
の
影

響
は
必
至
。
さ
な
が
ら
、
当

セ
ン
タ
ー
の
心
臓
部
的
な
役
割

ー
ー
と
は
言
い
過
ぎ
だ
ろ
う

青森県水産増殖センターだより第50号

市

M
O
f以
上
、
と
り
と
め
の
な
い
文

章
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に

私
の
仕
事
を
ど
理
解
い
た
だ
け

た
な
ら
幸
い
で
す
。
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